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１．農林水産省 訪日外国人に日本の食・食文化の魅力を伝える「食」体験コンテンツを 

大募集！（食かけるプライズ2022） 

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
農林水産省は、訪日中に食に関わる体験をした外国人が帰国後も本国にいながら日本の食を体験できる

ような環境整備を図り、日本産農林水産物・食品の輸出拡大につなげていく「食かけるプロジェクト」を

推進しています。 

本プロジェクトの一環として、日本各地の食を異分野と掛け合わせた魅力的な体験事例を表彰する「食

かけるプライズ2022」の募集を開始します。 

１．趣旨 

日本には単に食べるだけではなく、食×エンタメ、食×アート、食×スポーツ、食×歴史など、食を

通じて様々な文化に触れることができる体験がたくさんあります。 

農林水産省では、外国人の訪日意欲をかき立てるような食と異分野を掛け合わせた体験を募集し、素

晴らしいアイデアを選定し、日本の食・食文化の魅力を訪日外国人に発信することを目的とした「食かけ

るプライズ2022」を実施し、全国から食体験を募集します。 

２．募集期限 

令和4年7月18日（月曜日・祝日）  

https://www.maff.go.jp/j/press/shokuhin/wasyoku/220520.html

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

２．文化庁 「文化遺産オンライン」のリニューアル  

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
文化庁は、文化財ポータルサイト「文化遺産オンライン」をリニューアルいたしました。 

「和食」をはじめとする無形文化遺産などが掲載されています。 

https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkazai/93697801.html

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
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３．和食会議 和食と健康2022夏「和食に欠かせないうま味とおいしく健康な生活に向けて」 

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
和食会議は、和食と健康2022夏「和食に欠かせないうま味とおいしく健康な生活に向けて」のシンポジ

ウムを開催いたします。 

開催日時：2022年6月30日（木）13:00~15:35（開場 12:30） 

会 場： 千代田区神田練塀町3  富士ソフトアキバプラザ５階  

アキバホール（定員 100名） 

Zoomウェビナー同時配信（定員 500名） 

参加費： 無料 

締切日： 2022年6月20日（月）※但し定員になりましたら締め切ります。 

https://washokujapan.jp/symposium/

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

４．しょうゆ情報センター 「第17回しょうゆ感想文コンクール」作品募集！  

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
日本醤油協会(会長 堀切功章）では、食育推進活動の一環として、しょうゆに精通した“しょうゆもの

知り博士”が学校に赴き、しょうゆが出来るまでについて授業する「しょうゆもの知り博士の出前授業」

を実施しています。 

 また、全国約120ケ所のしょうゆ工場で「工場見学」を受付けています。 

 こうした「出前授業」や「工場見学」で児童が体験したことや学んだことを記録にとどめ、さらに日本

の食文化を支えてきたしょうゆに関心を深め、食の大切さ、食への感謝の気持ちを育むことを目的とし

て、「しょうゆ感想文コンクール」を実施しています。 

 全国の小学生（３～６年生）を対象とし、今回で第17回を迎えます。募集部門は「出前授業部門」と

「工場見学部門」に加え、好きなしょうゆ料理について綴る「好きなしょうゆ料理部門」の計３部門で募

集しています。 

 締切りは、12月２日（金）。  

https://www.soysauce.or.jp/news/132171

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

５．事務局からのお知らせ 

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
 ネットワーク九州では、地域の食文化の保護・継承活動を支える多様な関係者の方々の連携強化を推進

しています。 

そこで本年度から、新たな企画として、会員の皆様の取組について取材を行い、本メールマガジン等に

よりご紹介させていただく予定です。 

先日、その第１弾として、北九州小倉・糠床糠炊き研究会様のところへ取材に伺い、貴重なお話をたく

さん伺ってきました。こちらの取材内容については、後日、農政局ホームページに掲載後、本メールマガ

ジンにてお知らせいたします。 

 今後も随時、会員の皆様の取組についてご紹介させていただきたいと思いますので、取材へのご協力、

何卒よろしくお願いいたします。 

～～ 会員様からの情報や投稿、お待ちしています ～～  

 地域の和食文化ネットワーク九州メールマガジンでは、食文化の保護・継承にかかるイベント情報や、

支援策情報のご案内など、タイムリーなお届けを心がけています。 

 本紙面を通じて、会員様主催のイベント等をご案内してみませんか。 

 会員（団体）様の取組の紹介や、地域に伝わる食文化の情報など大歓迎です。 

 下記事務局まで、メールもしくはお電話でご連絡下さい。 

 また、本ネットワークメールマガジンに対するご意見やご要望、ご感想などもお待ちしています。 

～～ ネットワーク九州会員募集のご案内 ～～ 

 地域の和食文化ネットワーク九州では、随時、ネットワーク会員を募集（参加費無料）しています。 
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 徐々にですが、加入申込みをいただいています。 

 当ネットワークにご興味をお持ちの方などいらっしゃいましたら、下記サイトをご案内いただければ幸

いです。 

＜九州農政局ホームページ：和食文化ネットワーク九州のWebサイトはこちら＞ 

⇒ https://www.maff.go.jp/kyusyu/syokuryou/syokubunka/net.html

＜和食文化ネットワーク九州バックナンバーはこちらからご覧になれます。＞ 

⇒ https://www.maff.go.jp/kyusyu/syokuryou/syokubunka/mm_b.number.html

○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○● 

 地域の和食文化ネットワーク九州 事務局 

○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●

窓 口：九州農政局 経営・事業支援部 地域食品・連携課 

住 所：熊本県熊本市西区春日２丁目10番１号（熊本地方合同庁舎内） 

電 話：096-300-6356 FAX：096-211-9825 

メール：wasyokubunka_kyushu@maff.go.jp
※配信先の変更や配信停止、並びに会員情報の変更についても、上記Eｰmailアドレス宛てにお知らせ下さ

い。 


